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イギリス貴族院のバンクール判決にみる国王大権と司法審査

イ
ギ
リ
ス
貴
族
院
の
バ
ン
ク
ー
ル
判
決
に
み
る
国
王
大
権
と　

 

司
法
審
査

岩　
　

切　
　

大　
　

地

一　

は
じ
め
に

二　

本
判
決
の
背
景

三　

本
判
決
の
概
要

四　

若
干
の
検
討

五　

結
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
議
会
主
権
原
則
に
よ
り
、
裁
判
所
に
よ
る
議
会
制
定
法
の
違
法
・
無
効
判
断
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
特
に

一
九
九
八
年
人
権
法
の
施
行
以
降
、
こ
の
原
則
は
維
持
さ
れ
つ
つ
も
、
裁
判
所
に
よ
る
議
会
制
定
法
の
人
権
適
合
性
の
審
査
は
活
発

と
な
り
、
見
方
に
よ
っ
て
は
裁
判
所
は
あ
る
種
の
違
憲
審
査
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（1
（

。
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イ
ギ
リ
ス
司
法
部
は
、
議
会
制
定
法
以
外
に
も
、
国
王
大
権
の
行
使
に
司
法
審
査
手
続
を
適
用
し
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
傾
向
も
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
審
査
手
続
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
る
に
つ
れ
て
縮
小
し
て
ゆ
き（2
（

、
本
稿
の
扱
う
バ
ン
ク
ー

ル
第
二
次
訴
訟
貴
族
院
判
決
（
以
下
「
本
判
決
」（
に
よ
り
、
国
王
大
権
も
司
法
審
査
に
服
す
る
と
示
さ
れ
た（（
（

。

　

さ
て
、
従
来
の
司
法
判
断
抑
制
的
傾
向
に
ク
ラ
ウ
ン
概
念
が
形
式
的
に
関
係
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
主
権
は
「
議
会
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ン
（
女
王
（」
の
主
権
で
あ
り
、
国
王
大
権
は
ク
ラ
ウ
ン
自
身
な

い
し
「
枢
密
院
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ン
（
女
王
（」
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
権
限
で
あ
る
（
さ
ら
に
司
法
審
査
手
続
で
発
給
さ
れ
る
命
令
も

も
と
も
と
は
移
送
命
令
や
職
務
執
行
命
令
な
ど
の
大
権
命
令
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ク
ラ
ウ
ン
（
女
王
（
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る
（
が
、

そ
の
よ
う
な
主
体
に
よ
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
形
式
的
属
性
が
司
法
判
断
の
可
能
性
や
密
度
を
決
定
す
る
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
か
か
る
形
式
性
の
効
力
が
薄
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
方
で
、
と
り
わ
け
国
王
大
権
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら

権
限
の
扱
う
領
域
が
（
結
果
的
に
（
政
治
的
で
あ
る
、
と
い
っ
た
実
質
的
属
性
が
、
な
お
も
司
法
審
査
の
可
能
性
な
い
し
審
査
の
厳

格
さ
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
効
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
と
政
治
的
事
項
と

の
関
係
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
お
け
る
裁
判
所
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
問
題
は
日
本
の
統
治
行
為
論
に
お
け
る
問
題
意
識
と
も
多
少
の
共
通
性
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（
（

。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
以
下
で
、
過
去
の
貴
族
院
の
憲
法
判
例
を
凝
縮
し
た
も
の
と
も
評
さ
れ
る（6
（

本
判
決
を
分
析
し
、
イ
ギ
リ
ス
裁
判

所
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二　

本
判
決
の
背
景

　

本
判
決
は
、
直
接
的
に
は
二
〇
〇
四
年
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
憲
法
命
令
（British Indian O

cean T
erritories 

（Constitution

（ O
rder 2004

、
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以
下
「
本
件
命
令
」（
九
条
を
争
う
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
こ
で
は
事
件
の
背
景
を
確
認
し
て
お
き
た
い（7
（

。

　

㈠　

住
民
の
強
制
排
除

　

チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
は
イ
ン
ド
洋
の
中
心
に
位
置
す
る
、
環
礁
の
島
々
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
諸
島
の
う
ち
最
大
の
島
は
デ
ィ
エ

ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
で
、
現
在
は
米
軍
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
サ
ロ
モ
ン
島
、
ぺ
ロ
ス
・
バ
ン
ホ
ス
島
な
ど
の
小

島
（
以
下
「
外
島
」（
が
あ
る
が
、
現
在
無
人
島
で
あ
る
。

　

一
五
三
五
年
に
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
が
ス
ペ
イ
ン
船
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
諸
島
が
歴
史
の
舞
台
に

登
場
す
る（8
（

。
一
七
六
九
年
か
ら
諸
島
は
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
り
、
そ
の
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
経
て
一
八
一
四
年
パ
リ
条
約
に
よ
り
イ

ギ
リ
ス
に
割
譲
（cede

（
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
後
、
諸
島
を
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
植
民
地
の
一
部
と
し
て
統
治
し
て
き
た
。

　

島
の
唯
一
の
産
業
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
一
八
三
三
年
に
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
解
放
さ
れ
た

人
々
の
子
孫
（
イ
ロ
ワ
ま
た
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
と
呼
ば
れ
る
（
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
稼
ぎ
に
出
て
く
る
者
が
諸
島
の
住
民
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
会
社
は
、「
幾
分
封
建
的
な
様
式
」
で
島
の
統
治
も
行
っ
て
い
た（（
（

。
島
の
土
地
所
有
は
す
べ
て
プ 

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
社
で
あ
り
、
住
民
は
土
地
の
面
で
も
雇
用
の
面
で
も
契
約
者
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
。

　
「
一
九
六
〇
年
代
、
こ
の
無
実
の
世
界
に
国
際
政
治
の
冷
酷
な
現
実
が
侵
入
し
て
き
た（（（
（

。」
ア
メ
リ
カ
軍
は
一
九
五
五
年
ご
ろ
か
ら

イ
ン
ド
洋
に
軍
事
拠
点
を
求
め
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
に
注
目
し
て
い
た（（（
（

。
六
四
年
に
は
英
米
両
政
府
で
交
渉
が
開
始
さ
れ
、

軍
事
基
地
建
設
に
関
す
る
合
意
文
書
が
両
国
間
で
交
わ
さ
れ
た
。
他
方
で
、
六
四
年
か
ら
植
民
地
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
は
一
定
程
度
の
自

治
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
六
八
年
に
は
独
立
を
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
基
地
建
設
が
新
た
に
独
立
す
る
国
の
意
思
決

定
か
ら
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
か
ら
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
を
切
り
離
す
方
針
を
固
め
た
。

六
五
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
と
交
渉
の
上
、
同
年
一
一
月
八
日
に
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
枢
密
院
令
（British Indian 
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cean T
erritories O

rder 1（6（

（
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
ほ
か
か
ら
成
る
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
新
設
し
た（（（
（

。

　

六
六
年
一
二
月
に
は
英
米
合
意
文
書
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
防
衛
目
的
利
用
に
つ
い
て
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
米
軍
基
地
の

建
設
の
際
に
は
住
民
の
移
住
と
い
う
「
行
政
的
措
置
」
が
取
ら
れ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
六
七
年
に
は
イ

ギ
リ
ス
政
府
（
ク
ラ
ウ
ン
（
が
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
の
土
地
を
買
い
上
げ
て
い
る
。
七
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
基
地
建
設
予
算
を
議
会
か

ら
獲
得
し
翌
七
一
年
に
基
地
建
設
を
開
始
し
た
の
を
受
け
、
七
一
年
に
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
長
官
（Com

m
issioner

（
は
移
民
布
告

（Im
m

igration O
rdinance 1（71

（
を
制
定
し
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
か
ら
住
民
を
移
住
さ
せ
た（（（
（

。
移
民
布
告
四
条
は
「
何
人
も
領
域
内

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
旨
規
定
し
て
い
た
。

　

な
お
、
七
一
年
移
民
布
告
の
制
定
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
枢
密
院
令
が
長
官
に
対
し
付
与
す
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統

治
」
の
た
め
の
立
法
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
設
置
か
ら
住
民
の
移
住
ま
で
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
国
際
法
上
の
問
題
を
認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
国

連
総
会
決
議
一
五
一
四
（
植
民
地
独
立
付
与
宣
言
（
六
項
「
国
民
の
統
一
性
と
領
土
の
一
体
性
へ
の
、
部
分
的
又
は
全
体
的
な
分
裂

の
た
め
の
試
み
は
、
国
連
憲
章
の
目
的
と
原
理
に
反
す
る
」
に
違
反
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
ま
た
国
連
総
会
決
議
二
〇
六
六
は
イ
ギ

リ
ス
に
よ
る
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
領
土
の
分
割
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
法
的
立
論
は
次
の
通
り

で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
に
は
永
住
民
（perm

anent inhabitants

（
は
存
在
し
な
い
。
現
在
島
に
住
ん
で
い
る
人
々
は
モ
ー
リ

シ
ャ
ス
人
又
は
セ
イ
シ
ェ
ル
人
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
会
社
に
契
約
で
雇
わ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
家
族
で
あ
る
。
会
社
経

営
が
続
け
ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
関
係
者
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
又
は
セ
イ
シ
ェ
ル
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
る
、
と（（（
（

。

　

強
制
移
住
の
後
、
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
大
部
分
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
に
移
住
し
、
そ
の
他
は
セ
イ
シ
ェ
ル
や
ア
ル
ダ
ブ
ラ
島
に
移
住
し
た
。

彼
ら
に
は
雇
用
も
技
能
も
な
く
、「
そ
の
生
活
は
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
で
あ
っ
た（（（
（

。」
七
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
政
府
と
合

意
し
、
一
一
五
一
名
の
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
援
助
・
移
転
費
用
と
し
て
六
五
万
ポ
ン
ド
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
の
支
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払
い
は
翌
年
と
な
り
、
さ
ら
に
住
民
に
実
際
に
配
分
さ
れ
た
の
は
そ
の
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
対
応
を
不
服
と
し
て
、

チ
ャ
ゴ
ス
人
か
ら
七
五
年
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
訴
訟
に
つ
き
八
二
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
補
償
金

を
支
払
う
の
と
引
き
換
え
に
チ
ャ
ゴ
ス
人
は
帰
島
の
権
利
を
放
棄
す
る
と
い
う
内
容
の
和
解
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
補
償
金
は
、

チ
ャ
ゴ
ス
人
の
選
挙
で
選
ば
れ
る
委
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
基
金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
に
配
分
さ
れ
た
。
た
だ
し
配
分
を
受
け

取
る
た
め
に
は
権
利
放
棄
条
項
に
署
名
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
署
名
を
拒
否
す
る
人
々
も
存
在
し
た
。

　

㈡　

第
一
次
バ
ン
ク
ー
ル
訴
訟

　

チ
ャ
ゴ
ス
難
民
グ
ル
ー
プ
（Chagos Refugee Group

（
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
バ
ン
ク
ー
ル
氏
は
、
七
一
年
移
民
布
告
が
違
法
で

あ
る
と
し
て
、
こ
の
取
消
し
を
求
め
て
九
八
年
に
司
法
審
査
を
申
請
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
三
日
、
高
等
法
院
は
こ
の
訴
え
を

認
容
し
た
（
以
下
「
第
一
次
判
決
」（。
判
決
の
同
日
、
政
府
は
上
訴
を
断
念
す
る
等
の
内
容
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　

高
等
法
院
合
議
法
廷
（Law

s LJ, Gibbs J
（
に
よ
る
第
一
次
訴
訟
判
決
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（（（
（

。
七
一
年
移
民
布
告
四
条

に
よ
る
住
民
排
除
は
、
六
五
年
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
枢
密
院
令
に
よ
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
」
の
た
め
の
立
法
権
付
与

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。「
平
和
…
…
」
の
文
言
は
、
古
来
か
ら
、
完
全
な
立
法
権
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
定
式
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
非
常
に
広
範
な
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
現
在
で
あ
れ
ば
、
こ
の
裁
量
権
行
使
は
ウ
ェ
ン
ズ
ベ
リ
合
理
性
の

審
査
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
す
る
と
、「
平
和
…
…
」
は
幅
広
い
意
味
を
持
つ
が
、
少
な
く
と
も
領
域
の
住
民

に
関
し
て
述
べ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。「
住
民
ら
は
統
治
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。」
政
府
は
「
砂
漠

を
作
り
、
そ
れ
を
平
和
と
呼
ぶ
」
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
住
民
排
除
は
「
高
度
に
政
治
的
な
理
由
」
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
に
関
係
す
る
と
合
理
的
に
言
え
る
理
由

で
は
な
い
。」
し
た
が
っ
て
、
本
件
移
民
布
告
四
条
は
違
法
で
あ
る
。
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こ
の
判
決
を
受
け
て
、
ロ
ビ
ン
・
ク
ッ
ク
外
務
大
臣
は
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
（
以
下
「
本
件
大
臣
声
明
」（。
同
時
に
、

外
島
へ
の
立
入
り
を
可
能
と
す
る
移
民
命
令
が
制
定
さ
れ
た
。

　
「
私
は
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
。
政
府
は
上
告
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ロ
ワ
の
再
移
住
の
可
能
性
に
つ
い
て
現
在

我
々
が
行
っ
て
い
る
調
査
は
、
今
や
新
た
な
重
要
性
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
我
々
は
再
移
住
可
能
性
調
査
を
一
年
前
に
開
始
し
、
現
在
そ

の
第
二
段
階
を
実
施
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
我
々
は
、
条
約
上
の
義
務
を
尊
重
し
つ
つ
、
イ
ロ
ワ
が
外
島
へ
戻
る
こ
と
を
許
容
す
る
た
め
の

新
た
な
移
民
布
告
を
制
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
政
府
は
、
三
〇
年
前
に
行
わ
れ
言
わ
れ
た
こ
と
を
擁
護
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ロ
ー
ズ
裁

判
官
が
認
め
た
よ
う
に
、
我
々
は
起
こ
っ
た
こ
と
の
重
大
性
を
隠
そ
う
と
試
み
な
か
っ
た
。
裁
判
所
へ
の
証
拠
の
開
示
を
完
全
に
望
ま
し
い

行
動
だ
と
彼
が
賞
賛
し
、
現
在
の
外
務
省
の
公
開
性
を
ほ
め
て
く
れ
た
こ
と
に
、
私
は
満
足
し
て
い
る
。」

　

㈢　

第
一
次
判
決
の
あ
と

　

第
一
次
判
決
の
結
果
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
、
バ
ン
ク
ー
ル
氏
ら
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。

第
一
審（（（
（

も
第
二
審（（（
（

も
訴
え
を
棄
却
し
て
い
る
。
第
二
審
で
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
「
国
家
」
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
司
法
審
査
手
続
と

い
う
行
政
事
件
で
は
ク
ラ
ウ
ン
の
た
め
に
行
為
す
る
大
臣
に
対
す
る
司
法
命
令
が
可
能
で
あ
る
が
、
不
法
行
為
法
で
は
国
家
が
不
法

行
為
の
行
為
主
体
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
公
職
に
お
け
る
失
当
行
為
（m

isfeasance

（
に
つ
い
て
は
時
の
大
臣
に
お
い
て
違

法
性
の
認
識
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
等
を
理
由
に
訴
え
を
退
け
て
い
る
。

　

バ
ン
ク
ー
ル
氏
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
る
。
第
一
審（（（
（

も
第
二
審（（（
（

も
、
政
治

問
題
の
法
理
に
よ
り
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
第
二
審
は
、
外
交
・
安
保
問
題
は
す
ぐ
れ
て
政
治
問
題
の
要
因
で
あ
る
こ
と
、
政
策

そ
の
も
の
で
は
な
く
政
策
の
実
施
方
法
や
人
権
に
関
わ
る
場
合
は
司
法
判
断
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
本
件
で
は
政
策

そ
の
も
の
と
政
策
の
実
施
方
法
が
不
可
分
で
あ
り
、
本
件
の
政
策
を
実
施
す
る
際
に
何
を
優
先
さ
せ
る
か
を
裁
判
所
が
執
行
府
に
指
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示
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
政
府
に
お
い
て
チ
ャ
ゴ
ス
人
へ
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
司
法
の

限
界
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
本
件
大
臣
声
明
の
中
で
言
及
さ
れ
た
再
移
住
可
能
性
調
査
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
に
そ
の
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ

の
内
容
は
、
外
島
へ
の
再
移
住
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
島
が
海
面
に
沈
む
お
そ
れ
を
指
摘
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
六
月
一
〇
日
に
本
件
命
令
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
六
五
年
枢
密
院
令
を
廃
止
し
、
新
た
に
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を

再
構
成
す
る
た
め
の
枢
密
院
令
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
今
回
は
現
地
立
法
府
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
枢
密
院
に
お
け
る
国
王
に

よ
っ
て
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
へ
の
立
入
り
が
再
び
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

本
件
命
令
の
関
連
条
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

九
条
一
項　

本
領
域
が
連
合
王
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
防
衛
目
的
に
資
す
る
よ
う
、
構
成
さ
れ
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
何

人
も
領
域
内
に
居
住
す
る
権
利
を
有
さ
な
い
。

同
二
項　

し
た
が
っ
て
、
本
命
令
そ
の
他
領
域
で
適
用
さ
れ
る
法
に
よ
っ
て
、
又
は
そ
れ
ら
に
基
づ
き
許
可
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
何

人
も
領
域
内
に
立
入
り
又
は
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
〇
条
一
項　

こ
の
命
令
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
長
官
は
、
本
領
域
の
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
の
た
め
に
立
法
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
五
条
一
項　

女
王
（H

er M
ajesty

（
に
は
、
本
領
域
の
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
の
た
め
の
完
全
な
る
立
法
権
が
留
保
さ
れ
る
。

　　

ま
た
本
件
命
令
と
同
日
に
、
枢
密
院
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
移
民
枢
密
院
令
が
制
定
さ
れ
、
こ
こ
で
も
島
へ
の
立
入
り
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
。



168

法学研究 87 巻 2 号（2014：2）
　

バ
ン
ク
ー
ル
氏
は
、
本
件
命
令
九
条
そ
の
他
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
再
度
、
司
法
審
査
を
請
求
し
た
。
こ
れ
が
バ
ン
ク
ー
ル
第

二
次
訴
訟
で
あ
る
。

　

㈣　

バ
ン
ク
ー
ル
第
二
次
訴
訟
第
一
審
・
第
二
審
判
決

　

高
等
法
院
合
議
法
廷
（H

ooper LJ, Cressw
ell J

（
の
判
決
は
本
件
命
令
の
不
合
理
性
審
査
の
検
討
か
ら
始
め
る（（（
（

。
不
合
理
で
あ

る
か
否
か
の
審
査
は
、
Ｕ
Ｋ
の
国
防
の
利
益
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
と
そ
の
住
民
の
利
益
か
ら
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
本
件
命
令
九
条
は
住
民
の
利
益
に
適
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
〔
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
二
二
。
以
下
同
様
〕。
こ
れ
が
結

論
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
問
題
に
つ
い
て
、
割
譲
植
民
地
に
対
す
る
国
王
の
立
法
権
に
は
限
界
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
司
法
審
査
に

服
す
る
こ
と
〔
一
四
二
〕、
不
合
理
性
審
査
は
政
策
適
否
の
評
価
で
は
な
い
こ
と
〔
一
六
二
〕、
本
件
命
令
の
制
定
主
体
は
枢
密
院
に

お
け
る
女
王
で
あ
る
が
現
実
に
は
大
臣
で
あ
る
か
ら
こ
そ
司
法
審
査
が
可
能
で
あ
る
こ
と
〔
一
六
三
〕、
そ
し
て
本
件
で
は
執
行
府

の
行
為
が
審
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
八
六
五
年
植
民
地
法
効
力
法
は
事
案
に
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
〔
一
六

九
〕、
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
等
法
院
は
バ
ン
ク
ー
ル
氏
に
よ
る
司
法
審
査
申
請
を
認
容
し
た
。

　

第
二
審
の
控
訴
院
も
、
高
等
法
院
の
判
断
を
支
持
し
て
い
る（（（
（

。
判
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
一
八
六
五
年
法
の
論
点
に
つ
い

て
。
こ
の
法
律
の
制
定
当
時
に
は
、
ま
だ
現
在
の
よ
う
な
司
法
審
査
制
度
は
存
在
し
て
い
な
い
。
本
件
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
制

定
法
と
制
定
法
の
不
一
致
（repugnancy

（
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
本
件
命
令
が
法
で
あ
る
か
ど
う
か
、
有
効
に
成
立
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
一
八
六
五
年
法
は
関
係
な
い
〔Sedley LJ

、
三
〇
〕。

　

次
に
政
府
は
大
権
命
令
が
君
主
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
ク
ラ
ウ
ン
の
主
権
的
行
為

で
は
な
く
執
行
府
の
行
為
で
あ
る
た
め
、
潜
在
的
に
司
法
判
断
可
能
（justiciable

（
で
あ
る
〔Sedley LJ

、
三
六
〕。
ま
た
、
枢
密

院
令
は
議
会
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
大
臣
は
ク
ラ
ウ
ン
の
影
に
隠
れ
て
一
切
の
制
約
か
ら
免
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
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裁
判
所
は
こ
れ
を
司
法
審
査
す
べ
き
で
あ
る
〔W

alker LJ

、
一
〇
六
〕。
今
や
、
枢
密
院
令
の
全
て
が
審
査
可
能
で
あ
る
〔Clarke 

M
R

、
一
一
一
〕。

　

国
王
大
権
に
対
す
る
司
法
審
査
可
能
性
は
、
そ
の
権
限
の
源
で
は
な
く
、
そ
れ
が
扱
う
主
題
に
依
拠
す
る
。
そ
の
主
題
が
裁
定
に

適
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
権
限
を
濫
用
す
る
行
為
は
司
法
判
断
可
能
で
あ
る
〔Sedley LJ

、
四
三
〕。
植
民
地
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
国
王
大

権
に
つ
い
て
も
、
そ
も
そ
も
植
民
地
立
法
に
は
「
平
和
…
…
」
と
い
う
法
的
限
界
が
あ
る
の
で
、
司
法
審
査
に
服
す
る
〔Sedley LJ

、

四
七
〕。

　

そ
こ
で
本
件
命
令
に
つ
き
権
限
濫
用
の
観
点
か
ら
審
査
す
る
に
、
こ
こ
で
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
よ
り
は
Ｕ
Ｋ
の
納
税
者
や
ア
メ

リ
カ
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
権
限
濫
用
が
あ
る
。
本
件
命
令
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
な
く
住
民
全
体
の

排
除
」
で
あ
る
。「
集
団
的
福
祉
と
つ
な
が
ら
な
い
理
由
で
全
住
民
を
故
郷
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
〔
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
の
行
為
と

い
う
〕
性
格
を
持
た
な
い
」〔Sedley LJ
、
六
七
〕。

　

さ
ら
に
本
件
命
令
は
バ
ン
ク
ー
ル
氏
ら
の
正
当
な
期
待
（legitim

ate expectation

（
も
侵
害
し
て
い
る
。
本
件
大
臣
声
明
の
後

に
状
況
の
変
化
が
存
在
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
方
針
変
更
の
理
由
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
チ
ャ
ゴ
ス
人
と
の
協
議
も
な

さ
れ
て
い
な
い
〔Sedley LJ

、
七
六;W

alker LJ

、
九
九;Clarke M

R

、
一
一
五
〕。

三　

本
判
決
の
概
要

　

と
こ
ろ
が
貴
族
院
は
、
三
対
二
で
上
告
を
認
容
し
た
（
多
数
意
見
は
ホ
フ
マ
ン
・
ロ
ジ
ャ
ー
・
カ
ー
ズ
エ
ル
卿
、
少
数
意
見
は
ビ
ン
ガ

ム
・
マ
ン
ス
卿
（。
以
下
、
多
数
意
見
と
少
数
意
見
の
順
に
判
示
の
概
要
を
確
認
す
る
。
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㈠　

ホ
フ
マ
ン
卿

　

ま
ず
、
割
譲
植
民
地
に
対
し
て
枢
密
院
に
お
け
る
女
王
（H

er M
ajesty in Council

（
の
立
法
権
が
議
会
制
定
法
に
反
し
な
い
限

り
で
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
法
で
あ
る
（
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
引
用
（〔
三
一
〕。
本
件
で
は
そ
の
立
法
権
の
限
界
の
決
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
両
当
事
者
は
と
も
に
「
極
端
な
主
張
」
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
臣
側
は
、
①
植
民
地
に
対
す
る

枢
密
院
令
は
第
一
次
立
法
で
あ
り
議
会
制
定
法
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
又
は
②
一
八
六
五
年
植
民
地
効
力
法
に
よ

り
植
民
地
立
法
へ
の
審
査
は
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
裁
判
所
は
そ
の
効
力
の
審
査
権
を
有
さ
な
い
と
主
張
し
、
他
方
で

原
告
側
は
、
③
居
住
権
（right of abode

（
は
ク
ラ
ウ
ン
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
基
本
的
権

利
で
あ
る
、
及
び
④
本
件
命
令
は
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
住
民
の
「
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
」
の
た
め
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
違
法
で
あ

る
、
と
主
張
す
る
。「
私
は
こ
れ
ら
の
両
方
の
主
張
を
退
け
る
」〔
三
三
〕。

　

①
ま
ず
大
臣
側
の
主
張
に
つ
い
て
。
確
か
に
大
権
枢
密
院
令
は
、
そ
れ
が
始
原
的
な
立
法
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
第
一
次
的
立

法
で
あ
る
。
し
か
し
、
議
会
の
代
表
的
性
格
（representative character

（
と
い
う
特
有
の
権
威
の
ゆ
え
に
こ
そ
、
裁
判
所
は
三

五
〇
年
に
わ
た
り
議
会
主
権
原
則
を
認
め
て
き
た
の
に
対
し
、
国
王
大
権
の
行
使
は
そ
の
よ
う
な
特
質
を
欠
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
執

行
府
の
単
独
の
権
限
行
使
に
す
ぎ
な
い
。
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
判
決（（（
（

に
よ
り
国
王
大
権
に
基
づ
く
権
限
行
使
は
司
法
審
査
の
対
象
と
な
り
、
今

や
国
王
大
権
そ
の
も
の
の
行
使
も
通
常
の
司
法
審
査
手
続
に
よ
る
合
法
性
・
合
理
性
・
手
続
的
適
正
性
の
審
査
に
服
す
る
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
島
の
基
地
が
特
別
移
送
（extra rendition

（
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
拷
問
が
行
わ
れ

た
と
の
証
言
が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、「
連
合
王
国
の
名
誉
に
関
わ
る
よ
う
な
か
か
る
行
為
が
イ
ギ
リ
ス
領
域
内
で
執
行
府
の

命
令
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
」〔
三
五
〕。

　

②
大
臣
側
の
も
う
一
つ
の
主
張
で
あ
る
一
八
六
五
年
法
に
つ
い
て
。
控
訴
院
判
決
は
、
本
件
命
令
が
他
の
法
律
と
矛
盾
す
る
か
ど

う
か
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
本
件
命
令
が
枢
密
院
の
女
王
の
権
力
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
、
と
し
て
政
府
の
主
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張
を
退
け
た
。「
私
は
、
一
八
六
五
年
法
に
基
づ
く
主
張
を
、
別
の
理
由
で
退
け
た
い
。」
一
八
六
五
年
法
は
植
民
地
法
の
観
点
か
ら

植
民
地
立
法
の
効
力
を
見
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
命
令
は
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
法
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
連
合

王
国
と
非
自
治
領
と
い
う
不
可
分
の
王
国
（realm

（
の
利
益
の
観
点
か
ら
制
定
さ
れ
た
帝
国
立
法
と
い
う
側
面
を
持
つ
の
で
あ
り
、

後
者
の
側
面
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
が
扱
う
こ
と
は
、
一
八
六
五
年
法
の
対
象
外
で
あ
る
〔
四
一
〕。

　

③
次
に
原
告
側
の
主
張
に
つ
い
て
。
原
告
側
は
居
住
権
が
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
二
九
条
に
も
書
か
れ
た
基
本
的
権
利
で
あ
る
と
主
張
す

る
が
、
こ
の
条
文
に
は
「
国
法
に
よ
ら
な
い
限
り
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
確
か
に
、
ク
ラ
ウ
ン
は
臣
民
の
入
国
の

自
由
と
い
う
コ
モ
ン
ロ
ー
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ク
ラ
ウ
ン
が
全
面
的
立
法
権
を
持
つ
割
譲
植
民
地
で
は
別
で
あ
る
。

つ
ま
り
居
住
権
は
法
の
創
造
物
で
あ
り
、
法
が
与
え
、
法
が
奪
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
憲
法
は
こ
の
権
利
を
明

確
に
否
定
し
て
い
る
。
確
か
に
ク
ラ
ウ
ン
は
立
法
に
際
し
て
こ
の
権
利
を
適
切
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ウ
ン
の
立
法
権
が

こ
の
権
利
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
こ
の
権
利
が
基
本
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
〔
四
五
〕。
ま
た
、
本
件
で
の
居
住
権
の

主
張
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
む
し
ろ
抵
抗
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
〔
五
三
〕。

　

④
原
告
は
、
ク
ラ
ウ
ン
の
立
法
権
が
住
民
の
「
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
」
の
た
め
の
も
の
と
限
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
が
、

こ
れ
も
退
け
る
。
第
一
に
、
女
王
（H

er M
ajesty

（
は
非
自
治
領
に
対
し
、
Ｕ
Ｋ
と
植
民
地
と
の
不
可
分
の
王
国
（realm

（
の
利

益
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｋ
の
大
臣
の
助
言
に
よ
り
、
立
法
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
枢
密
院
に
お
け
る
女
王
は
、

植
民
地
の
利
益
で
は
な
く
Ｕ
Ｋ
の
利
益
を
選
択
し
た
上
で
、
そ
れ
に
基
づ
く
植
民
地
立
法
を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
（
第
一
審
を

破
棄
（〔
四
九
〕。
第
二
に
、「
平
和
…
…
」
の
文
言
は
、
そ
の
領
域
内
に
つ
き
完
全
な
立
法
権
を
付
与
す
る
文
言
で
あ
る
か
ら
、
裁

判
所
と
し
て
は
大
権
立
法
が
こ
の
文
言
に
反
す
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
第
一
次
判
決
の
判
示
は
誤
り
で
あ
る
（

〔
五
〇
〕（
な
お
以
上
の
①
〜
④
の
番
号
は
引
用
者
に
よ
る
（。

　

続
い
て
、「
私
に
は
本
件
上
訴
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
」
通
常
の
司
法
審
査
の
適
用
問
題
に
つ
い
て
。
原
告
は
本
件
が
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基
本
的
権
利
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
司
法
介
入
は
厳
密
（anxious

（
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
が
、
本
件
で
の
居
住
権
の
主
張
は
、

も
は
や
行
使
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
二
〇
〇
四
年
の
時
点
の
権
利
に
関
す
る
主
張
で
あ
っ
て
、「
単
に
シ
ン
ボ
ル
」

「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」「
抵
抗
」
の
表
明
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
立
法
府
が
他
の
考
慮
事
由
と
こ
の
権
利
を
衡
量
し
て
も
不
合
理
で

は
な
い
〔
五
三
〕。
大
臣
側
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
本
件
命
令
の
制
定
の
背
景
に
は
、
も
し
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
移
住
を
認
め
る
と
移
住

後
を
含
め
た
費
用
が
か
か
る
と
い
う
財
政
上
の
事
情（（（
（

、
ア
メ
リ
カ
が
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
へ
の
人
の
立
入
り
に
つ
き
安
全
保
障
上
の
懸
念

を
示
し
て
い
る
と
い
う
安
全
保
障
・
外
交
上
の
事
情
が
あ
る
。「
公
費
の
支
出
や
ク
ラ
ウ
ン
の
安
全
保
障
上
・
外
交
上
の
利
益
に
関

わ
る
政
策
は
特
に
執
行
府
の
権
能
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
決
定
に
不
合
理
性
や
権
限
濫
用
は
見
当

た
ら
な
い
〔
五
八
〕。

　

正
当
な
期
待
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
は
、
本
件
大
臣
声
明
が
再
度
立
入
の
全
面
禁
止
を
判
断
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
触
れ
て

い
な
い
か
ら
、
こ
の
声
明
が
「
明
確
か
つ
無
条
件
の
」
約
束
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
ま
た
も
し
明
確
な
約
束
だ
っ
た
と
言
え
た
と
し

て
も
、
本
件
決
定
が
「
マ
ク
ロ
政
治
の
分
野
」
に
関
わ
る
こ
と
に
鑑
み
、
新
た
な
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
は
十
分
に
公
的
な
正
当

性
が
あ
る
〔
六
三
〕。

　

最
後
に
、
人
権
法
は
本
件
に
適
用
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
三
年
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
に
欧
州
人
権
条
約
が
及
ぶ
と
の
イ
ギ
リ

ス
政
府
の
宣
言
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
が
独
立
し
た
時
点
で
満
了
し
、
他
方
で
政
治
的
実
体
（political entity

（
と
し
て
の
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ

に
は
こ
の
よ
う
な
宣
言
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
条
例
と
同
じ
く
ら
い
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
は
人
権
法
は

関
係
な
い
」〔
六
五
〕。

　　

㈡　

ロ
ジ
ャ
ー
卿

　

ま
ず
、
入
植
植
民
地
（settled colony

（
と
征
服
・
割
譲
植
民
地
（conquered or ceded colony

（
と
を
区
別
す
る
の
は
古
い
法
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で
あ
る
が
、
議
会
が
こ
れ
を
変
更
し
て
い
な
い
以
上
、
裁
判
所
は
法
の
支
配
の
原
則
に
よ
り
こ
れ
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
割
譲
植
民
地
で
は
国
王
の
立
法
に
よ
る
変
更
が
な
い
限
り
従
来
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
で

は
一
九
八
四
年
の
布
告
に
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
で
も
マ
グ
ナ
カ
ル
タ

二
九
条
は
法
で
あ
る
。
ま
た
、
い
か
な
る
臣
民
も
ブ
リ
テ
ン
の
植
民
地
か
ら
外
国
へ
追
放
さ
れ
な
い
こ
と
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
基

本
原
則
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
国
王
（K

ing
（
の
立
法
は
従
属
的
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
議
会
に
お
け
る
国
王
の
権
威
に
従
属
し
、
基
本
原
則
に
反
す

る
変
更
を
立
法
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
判
決（（（
（

の
本
件
へ
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
判
決
の
中
で
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
卿
が
「
基
本
原
則
」
と
述
べ
た
の
は
、
本
来
、
実
は
、
名
誉
革
命
で
確
認
さ
れ
た
議
会
制
定
法
の
優
位
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。
し
か
し
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
一
九
世
紀
に
は
、
こ
の
判
旨
は
、
植
民
地
立
法
が
コ
モ
ン
ロ
ー
基
本
原
則
に
反
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、
そ
も
そ
も
植
民
地
立
法
は
現
地
に
応
じ
て
制
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
と
の
抵
触
は
生
じ
る
わ
け
で
あ
り
、
何
が
基
本
原
則
に
該
当
す
る
か
に
よ
っ
て
植
民
地
法
が
無
効
に
な
る
と
い
う

不
安
定
性
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
立
法
が
一
八
六
五
年
法
で
あ
っ
た
〔
九
一
〜
六
〕。

　

つ
ま
り
、
一
八
六
五
年
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
基
本
原
則
と
の
抵
触
の
有
無
の
観
点
か
ら
の
植
民
地
立
法
の
審
査
を
廃
止
す
る

と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
六
五
年
法
の
下
で
は
、
植
民
地
に
適
用
の
及
ぶ
議
会
制
定
法
が
な
い
限
り
、
た

と
え
ば
拷
問
を
許
容
す
る
植
民
地
立
法
さ
え
も
許
容
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
本
件
命
令
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
基
本
原
則
に
抵
触
す

る
と
の
主
張
は
、
一
八
六
五
年
法
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
〔
九
七
〜
一
〇
二
〕。

　

と
は
い
え
、
一
八
六
五
年
法
は
植
民
地
立
法
が
権
限
踰
越
で
あ
る
と
の
主
張
を
排
除
し
な
い
。
こ
の
点
で
、
枢
密
院
に
お
け
る
女

王
が
「
平
和
…
…
」
に
反
し
て
権
限
踰
越
に
行
為
し
た
、
あ
る
い
は
女
王
が
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
を
考
慮
せ
ず
、
正
当
な
期
待
に
反

し
て
行
為
し
た
と
す
る
原
告
の
主
張
は
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る（（（
（

〔
一
〇
四
〕。
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こ
れ
に
対
し
大
臣
側
は
、
枢
密
院
立
法
と
い
う
国
王
大
権
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
こ

れ
は
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
事
件
で
は
す
で
に
国
王
の
勅
許
状
（letters patent

（
が
審
査
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

本
件
命
令
は
枢
密
院
令
で
は
あ
る
が
、
立
法
の
形
式
の
違
い
は
も
は
や
重
要
性
を
持
た
な
い
。
そ
し
て
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
事
件
に
よ
り
国
王

大
権
行
為
へ
の
審
査
は
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
王
大
権
立
法
も
ま
た
、
司
法
判
断
適
合
的
（justiciable

（
で
あ
る
限
り
、
通

常
の
司
法
審
査
手
続
に
よ
る
合
法
性
・
合
理
性
・
手
続
的
適
正
性
の
審
査
を
受
け
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
〔
一
〇
五
〕。
ま
た
、
枢

密
院
令
は
現
実
に
は
大
臣
ら
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
司
法
審
査
手
続
に
よ
る
大
権
命
令
は
ク
ラ
ウ
ン
で
は
な
く
大
臣
職

に
向
け
て
発
せ
ら
れ
る
〔
一
〇
六
〕。

　

そ
こ
で
、
本
件
命
令
が
「
平
和
…
…
」
に
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
。「
平
和
…
…
」
の
文
言
は
女
王
（H

er M
ajesty

（
の
留
保

的
立
法
権
を
表
現
す
る
慣
習
的
文
言
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
女
王
の
構
成
的
権
力
（H

er M
ajestyʼs constituent pow

er

（
は
議
会

の
立
法
権
と
同
じ
く
ら
い
広
範
で
あ
る
。
何
が
「
平
和
…
…
」
に
適
う
か
の
問
題
は
司
法
判
断
適
合
性
を
欠
く
の
で
、
裁
判
所
は
大

臣
の
判
断
を
代
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
確
か
に
枢
密
院
令
の
制
定
に
当
た
り
議
会
の
承
認
や
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
い
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
矯
正
は
裁
判
所
で
は
な
く
議
会
が
行
う
べ
き
で
あ
る
〔
一
〇
七
〜
九
〕。

　

次
に
、
本
件
命
令
の
合
理
性
に
つ
い
て
。
そ
も
そ
も
議
会
や
ク
ラ
ウ
ン
は
帝
国
全
体
の
た
め
に
立
法
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
ク
ラ
ウ
ン
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、
Ｕ
Ｋ
の
財
政
・
外
交
・
安
全
保
障
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

件
命
令
に
際
し
て
も
、
移
住
と
移
住
後
の
費
用
、
移
住
後
の
環
境
問
題
、
第
一
次
訴
訟
以
来
の
安
全
保
障
状
況
の
変
化
、
そ
し
て
基

地
の
機
能
保
全
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
、
そ
こ
で
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
と
し
て

は
こ
こ
に
不
合
理
性
を
見
出
せ
な
い
〔
一
一
〇
〜
四
〕。

　

正
当
な
期
待
に
基
づ
く
主
張
に
つ
い
て
。
第
一
次
訴
訟
後
に
大
臣
が
約
束
し
た
の
は
再
移
住
可
能
性
調
査
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
原

告
の
主
張
は
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
〔
一
一
五
〕。
そ
の
他
、
人
権
法
の
適
用
の
問
題
は
ホ
フ
マ
ン
卿
に
同
意
す
る
。
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㈢　

カ
ー
ズ
エ
ル
卿

　

ま
ず
本
件
命
令
の
制
定
の
背
景
に
は
、
再
移
住
が
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
件
の
判
断
に
は

大
き
く
関
連
す
る
。

　

割
譲
植
民
地
に
お
け
る
枢
密
院
令
は
、
Ｕ
Ｋ
に
お
け
る
議
会
制
定
法
と
同
様
の
効
力
を
持
つ
。
か
か
る
枢
密
院
令
が
居
住
権
の
尊

重
と
い
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
基
本
原
則
に
反
す
る
か
否
か
の
審
査
は
、
一
八
六
五
年
法
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
（
一
八
六
五
年
法
の

解
釈
は
ロ
ジ
ャ
ー
卿
と
同
旨
（〔
一
二
四
〜
五
〕。

　

植
民
地
に
対
す
る
枢
密
院
令
は
「
平
和
…
…
」
の
た
め
に
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
平
和
…
…
」
の
文
言
は

完
全
な
る
立
法
権
を
表
現
す
る
た
め
の
文
言
で
あ
る
た
め
、
枢
密
院
令
な
い
し
大
臣
の
判
断
が
「
平
和
…
…
」
に
反
す
る
か
ど
う
か

の
判
断
に
つ
き
、
裁
判
所
は
自
制
（abstinence

（
す
べ
き
で
あ
る
〔
一
二
八
〜
三
〇
〕。

　

本
件
命
令
へ
の
不
合
理
性
審
査
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
は
人
権
法
の
適
用
が
な
い
た
め
、
比
例
原
則
と
い
う
厳
格
な
審

査
基
準
で
は
な
く
、
ウ
ェ
ン
ズ
ベ
リ
審
査
基
準
で
、
大
臣
の
判
断
の
不
合
理
性
を
審
査
す
べ
き
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
再
移
住
の
費

用
負
担
、
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
利
益
の
確
保
に
つ
い
て
の
Ｕ
Ｋ
の
外
交
的
利
益
と
い
う
、
幅
広
く
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
議
会
に
責
任

を
負
う
大
臣
こ
そ
が
判
断
す
べ
き
事
項
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
裁
判
所
が
判
断
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
（court should be m

ore 

than a little slow
 to pin that butterfly to the w

heel

（。
不
合
理
性
は
な
い
〔
一
三
一
〜
二
〕。

　

正
当
な
期
待
に
つ
い
て
は
、
本
件
大
臣
声
明
は
再
移
住
可
能
性
調
査
の
結
果
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
臣
声
明
が

個
人
で
は
な
く
集
団
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
正
当
な
期
待
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
帰
島
の
実
施
は
財
政
の

み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
も
影
響
す
る
た
め
、
政
策
変
更
に
は
十
分
に
公
的
な
理
由
が
あ
り
正
当
化
さ
れ
る
〔
一
三
四
〜
五
〕。

　
「
チ
ャ
ゴ
ス
人
へ
の
同
情
な
し
に
は
」
以
上
の
よ
う
な
判
断
は
で
き
な
い
が
、「
し
か
し
、
法
的
権
利
に
つ
い
て
裁
定
す
る
の
が
裁
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判
所
の
役
割
で
あ
り
、
過
去
に
ひ
ど
く
扱
わ
れ
た
当
事
者
に
対
し
て
い
か
に
同
情
し
た
と
し
て
も
、
裁
判
所
に
は
現
行
法
を
適
切
か

つ
不
偏
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」〔
一
三
六
〕。

　

㈣　

ビ
ン
ガ
ム
卿

　

私
は
上
告
を
棄
却
す
る
。
ま
ず
、
国
王
大
権
は
時
々
の
法
の
下
で
ク
ラ
ウ
ン
に
合
法
的
に
残
さ
れ
た
残
余
的
な
裁
量
的
権
限
で
あ

る
の
で
（
ダ
イ
シ
ー
を
引
用
（、
国
王
大
権
の
存
在
は
裁
判
所
が
決
定
し
、
ま
た
国
王
大
権
の
範
囲
は
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ

も
そ
も
議
会
の
根
拠
な
く
執
行
府
が
大
権
的
枢
密
院
令
に
よ
り
立
法
を
行
う
こ
と
は
「
実
に
時
代
遅
れ
な
残
存
物
」
で
あ
り
、
国
王

大
権
の
存
在
及
び
効
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
住
民
を
故
郷
か
ら
追
放
す
る
と
い
う
歴
史
的
根
拠
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
市
民
と
ク
ラ
ウ
ン
と
は
忠
誠

と
保
護
の
相
互
的
義
務
に
よ
っ
て
関
係
付
け
ら
れ
て
お
り
、
保
護
の
義
務
は
追
放
に
よ
っ
て
は
通
常
は
果
た
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

議
会
の
み
、
追
放
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
公
開
の
議
論
と
民
主
的
決
定
な
し
に
は
な
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
も
そ
も
、
国
王
大
権
は
本
件
命
令
九
条
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
〔
七
一
〕。

　

以
上
の
議
論
が
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
本
件
命
令
九
条
は
司
法
審
査
の
下
で
違
法
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
外
島
へ
の

立
入
り
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
外
島
へ
の
再
移
住
が
基
地
又
は
国
家
の
安
全
保
障
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
外
島
で
基
地
を
建
設
す
る
権
利
を
ア
メ
リ
カ
は
行
使
し
て
い
な
い
こ
と
、
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
状
況
の
変

化
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
ド
洋
中
央
で
の
テ
ロ
の
計
画
が
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
本
件
命
令
の
制
定
に
あ
た
り
チ
ャ
ゴ

ス
人
の
利
益
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
本
件
命
令
九
条
は
不
合
理
で
あ
る
。
ま
た
居
住
権
の
現
実
的
行

使
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
あ
え
て
排
除
す
る
理
由
は
な
い
は
ず
で
あ
る
〔
七
二
〕。

　

第
二
に
、
本
条
は
正
当
な
期
待
に
反
す
る
。
本
件
大
臣
声
明
は
明
確
か
つ
無
条
件
と
い
う
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
、
原
告
ら
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は
予
見
可
能
な
将
来
に
帰
島
は
確
実
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
約
束
を
覆
す
ほ
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
も

存
在
し
な
い
〔
七
三
〕。

　

㈤　

マ
ン
ス
卿

　

ま
ず
、
事
案
の
前
提
と
し
て
、
一
九
七
一
年
移
民
布
告
が
、
チ
ャ
ゴ
ス
島
か
ら
「
野
蛮
な
人
た
ち
」
を
排
除
す
る
と
い
う
ロ
ン 

ド
ン
で
の
決
定
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
、
原
告
は
一
九
七
一
年
法
が
離
島
の
法
的
根
拠
で
あ
る
か
ど
う
か
を
争
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
バ
ン
ク
ー
ル
訴
訟
は
予
算
獲
得
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
で
の
居
住
権
の

主
張
は
単
な
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
チ
ャ
ゴ
ス
諸
島
の
外
島
で
は
、
多
数
の
ヨ
ッ
ト
マ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の

行
動
を
邪
魔
す
る
こ
と
な
く
、
数
か
月
間
滞
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

　

ホ
フ
マ
ン
卿
の
判
示
に
は
、
以
下
の
点
で
同
意
す
る
。
第
一
に
、
国
王
大
権
に
基
づ
く
枢
密
院
令
は
、
そ
の
立
法
の
判
断
主
体
は

大
臣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
審
査
に
服
す
る
こ
と
。「
枢
密
院
立
法
が
、
そ
の
制
定
に
責
任
を
負
う
大
臣
に
向
け
ら
れ
た
本
件
の

よ
う
な
訴
訟
の
判
決
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
国
王
（Sovereign

（
の
名
に
お
い
て
な
さ
れ
る
他
の
大
権
行
為
の

違
法
判
決
と
同
様
に
、
国
王
（Sovereign

（
に
対
す
る
許
さ
れ
ざ
る
司
法
命
令
発
出
と
な
ん
ら
関
係
な
い
」〔
一
四
一
〕。
第
二
に
、

一
八
六
五
年
法
が
本
件
審
査
の
障
害
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
三
に
人
権
法
な
い
し
欧
州
人
権
条
約
は
本
件
で
は
何
ら
の
役
割
を
有

し
な
い
こ
と
、
第
四
に
国
際
法
上
の
論
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　

次
に
、
割
譲
植
民
地
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ン
の
大
権
立
法
権
に
は
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
、
割
譲
植
民
地
に
対
す
る
国
王
の
立
法
権

も
「
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
」
の
た
め
の
も
の
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
こ
の
文
言
に
よ
る
拘
束
を
受
け
る
こ
と
。

第
二
に
、
枢
密
院
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ン
の
立
法
権
に
は
、
議
会
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ン
の
立
法
権
に
与
え
ら
れ
て
い
る
主
権
性
・
不
可

譲
性
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
一
度
自
ら
の
権
限
を
制
限
す
れ
ば
、
そ
れ
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
キ
ャ
ン
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ベ
ル
判
決
に
よ
る
制
限
に
服
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
大
権
立
法
権
の
行
使
の
範
囲
は
純
粋
に
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
問
題
で
あ
る
か
ら
裁

判
所
に
よ
る
制
約
に
服
し
、
そ
し
て
そ
の
際
裁
判
所
は
過
去
の
事
例
か
ら
か
か
る
制
約
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
。

　

本
件
命
令
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
過
去
に
土
地
か
ら
の
排
除
を
規
定
す
る
例
は
存
在
し
な
い
。
一
九
六
五
年
に
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
設
置

し
た
時
に
は
、
固
有
の
住
民
た
る
チ
ャ
ゴ
ス
人
が
千
人
程
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
彼
ら
は
「
国
王
の
保
護
の
下
」
に
あ
る
べ

き
臣
民
に
な
る
〔
一
五
〇
〕。
臣
民
の
居
住
権
は
、
Ｕ
Ｋ
で
は
基
本
的
・
憲
法
的
権
利
で
あ
り
、
か
つ
て
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
が
ボ 

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
ら
を
追
放
し
て
以
来
、
か
か
る
権
限
は
廃
れ
た
。
そ
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
お
い
て
は
、
割
譲
植
民
地
で
あ
っ
て
も
公

法
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ｋ
と
同
様
の
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
チ
ャ
ゴ
ス
人
も
居
住
権
と
い
う
憲
法
的
権
利
を
有
す

る
〔
一
五
五
〕。
そ
し
て
い
か
な
る
植
民
地
も
そ
の
人
民
か
ら
構
成
さ
れ
、
本
国
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
割
譲

地
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ン
の
「
構
成
的
」
権
力
は
、
そ
の
領
域
の
適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
可
能
に
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
特
に
そ
こ

に
住
む
住
民
の
利
益
の
た
め
の
権
力
」
で
あ
る
か
ら
、
住
民
を
排
除
す
る
憲
法
と
い
う
の
は
そ
れ
自
体
で
矛
盾
し
て
い
る
〔
一
五

六
〕。
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
対
す
る
大
権
立
法
権
は
、
住
民
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
ま
で
の
範
囲
を
有
さ
な
い
。
ま
た
本
件
で
は
チ
ャ
ゴ
ス

人
の
公
法
上
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
帰
島
の
現
実
性
や
島
の
所
有
が
ク
ラ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
左
右

さ
れ
な
い
〔
一
六
〇
〕。
本
件
命
令
九
条
は
大
権
立
法
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
〔
一
六
一
〕。

　

仮
に
以
上
の
判
示
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
本
件
命
令
は
司
法
審
査
基
準
（
不
合
理
性
（
に
よ
っ
て
も
違
法
と
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
帰
島
に
よ
る
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
示
す
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
書
簡
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
む
し
ろ
Ｕ
Ｋ
政
府
が
一
定
の
時
期
ま
で
外
島
の
帰
島
を
認
め
る
方
針
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。
次
に
政
府

は
財
政
上
の
問
題
を
挙
げ
る
が
、
原
告
が
主
張
し
て
い
る
の
は
一
時
立
入
り
の
権
利
で
あ
り
、
財
政
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て

チ
ャ
ゴ
ス
人
集
団
が
外
島
に
上
陸
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
た
め
政
府
が
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
背
景
も
、
居
住
権
と

い
う
基
本
的
権
利
を
永
久
に
失
わ
せ
る
た
め
の
正
当
な
理
由
と
は
言
え
な
い
〔
一
六
二
〜
一
七
一
〕。
本
件
で
は
、
人
間
が
故
郷
に
帰
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る
と
い
う
本
能
的
・
基
本
的
自
由
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
よ
り
厳
密
な
司
法
審
査
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
本
件
大
臣
声
明
は
帰
島

の
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
再
移
住
可
能
性
調
査
も
こ
の
約
束
の
条
件
で
は
な
く
、
経
済
的
費
用
の
算
出
の
た
め
の
調
査
で

あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
命
令
に
お
い
て
、
政
府
は
居
住
権
や
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
を
正
し
く
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
大
臣

声
明
に
よ
る
正
当
な
期
待
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
〔
一
八
三
〜
五
〕。

四　

若
干
の
検
討

　

㈠　

判
旨
の
確
認

１　

国
王
大
権
と
司
法
審
査

　

本
判
決
の
判
示
事
項
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
件
は
初
め
て
、
国
王
大
権
全
般
が
司
法
審
査
に
服
す
る
と
全
員
一
致

で
示
し
た
。
一
九
八
四
年
の
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
判
決
で
は
、
国
王
大
権
を
根
拠
と
す
る
権
限
行
使
と
国
王
大
権
そ
の
も
の
と
を
区
別
し
た
上

で
、
前
者
に
の
み
司
法
審
査
が
及
ぶ
と
い
う
解
釈
の
余
地
も
残
さ
れ
て
い
た
が（（（
（

、
本
判
決
は
こ
れ
を
否
定
し
た
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ

判
決
で
は
、
司
法
審
査
か
ら
初
め
か
ら
除
外
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
国
家
行
為
の
リ
ス
ト
も
示
さ
れ
た
が
、
本
判
決
で
は
国
王
大
権
が
す

べ
て
、
ま
ず
は
司
法
審
査
に
服
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
国
王
大
権
の
存
在
と
限
界
を
決
定
す
る
の
は
裁
判
所
の
役
割

で
あ
る
と
い
う
の
は
一
七
世
紀
以
来
の
原
則
で
あ
る
が（（（
（

、
八
〇
年
代
ま
で
は
国
王
大
権
の
行
使
に
対
す
る
司
法
審
査
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば（（（
（

、
本
判
決
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
判
示
の
理
由
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
国
王
大

権
を
行
使
す
る
の
が
実
質
的
に
は
大
臣
で
あ
る
と
い
う
憲
法
習
律
に
基
づ
く
実
態
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
判
決
の
マ
ン
ス
卿
は
、
枢
密
院
に
お
け
る
国
王
に
よ
る
立
法
で
あ
る
枢
密
院
令
に
対
し
て
取
消
命
令

等
の
裁
判
所
命
令
を
発
出
す
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
国
王
個
人
で
は
な
く
そ
の
制
定
に
つ
き
助
言
し
た
大
臣
の
判
断
に
向
け
ら
れ
る
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も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
判
示
に
は
、
法
的
に
免
責
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
「
ク
ラ
ウ
ン
」
の
意
味
を
国
王
個
人
に
限

定
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ウ
ン
の
権
限
を
行
使
す
る
大
臣
の
行
為
が
裁
判
所
侮
辱
罪
に
当
た
る
と
し
た
Ｍ
判
決
の
発
想
に
通
ず
る
も
の
が

あ
る
と
い
え
る（（（
（

。
Ｍ
判
決
に
対
し
て
は
、
実
質
的
に
は
大
臣
の
行
為
に
他
な
ら
な
い
も
の
に
対
し
司
法
統
制
を
及
ぼ
し
た
法
の
支
配

に
資
す
る
判
決
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
ク
ラ
ウ
ン
に
は
法
的
統
制
が
及
ば
な
い
と
い
う
限
界
を
示
し
た

判
決
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
が（（（
（

、
本
判
決
の
評
価
に
も
こ
の
議
論
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
議
会
解
散

に
関
す
る
首
相
に
よ
る
誤
っ
た
助
言
を
拒
否
す
る
と
い
う
国
王
個
人
の
大
権
も
存
在
す
る
と
す
る
説
を
是
認
す
る
場
合（（（
（

、
Ｍ
判
決
・

本
判
決
の
よ
う
な
論
法
は
、
依
然
と
し
て
司
法
審
査
か
ら
除
外
さ
れ
る
権
限
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
含
意
す
る
。

２　

枢
密
院
令
の
法
的
地
位

　

第
二
に
、
国
王
大
権
に
基
づ
く
枢
密
院
令
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
全
員
一
致
で
、
こ
れ
が
議
会
制
定
法
並
み
の
地
位

を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
法
形
式
的
に
は
、
大
権
立
法
は
上
位
の
法
規
範
の
委
任
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
議
会
制
定
法
と
同
様
、
大
権
立
法
も
第
一
次
立
法
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
人
権
法
に
お
い
て
も
、
大
権
立
法
は
第
一
次
立
法
と

し
て
扱
わ
れ
、
裁
判
所
に
よ
る
無
効
判
断
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
政
府
側
は
大
権
命
令
の
こ
の
よ
う
な
法
形
式
を
理
由
に

裁
判
所
の
無
審
査
を
主
張
し
た
が
、
本
判
決
は
こ
れ
を
退
け
た
。

　

こ
れ
を
判
断
す
る
際
に
、
本
判
決
は
議
会
主
権
原
則
の
実
質
的
理
由
を
議
会
の
代
表
的
性
格
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対

し
て
大
権
立
法
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
執
行
府
単
独
の
行
為
で
あ
り
、
さ
ら
に
公
開
の
審
査
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
を
理
由

と
し
て
、
本
判
決
は
大
権
立
法
の
無
効
判
断
が
で
き
る
と
し
た
。

３　

割
譲
植
民
地
に
対
す
る
枢
密
院
令
の
範
囲
と
そ
の
審
査

　

第
三
に
、
植
民
地
に
対
す
る
枢
密
院
令
の
範
囲
と
そ
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
で
は
判
断
が
分
か
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

多
数
意
見
も
少
数
意
見
も
、
割
譲
植
民
地
へ
の
大
権
立
法
権
が
「
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
是
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認
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
帰
結
が
ロ
ジ
ャ
ー
・
カ
ー
ズ
エ
ル
卿
と
、
ホ
フ
マ
ン
卿
と
、
そ
し
て
少
数
意
見
と
で
異
な
っ
て
い
る
。

　

多
数
意
見
の
う
ち
ロ
ジ
ャ
ー
・
カ
ー
ズ
エ
ル
卿
は
、「
平
和
…
…
」
の
定
式
を
全
面
的
な
立
法
権
を
意
味
す
る
も
の
と
捉
え
た
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
割
譲
植
民
地
に
対
す
る
国
王
大
権
に
基
づ
く
立
法
権
は
、
Ｕ
Ｋ
に
お
け
る
議
会
制
定
法
並
み
に
無
制
限
な
も
の
で

あ
り
（
植
民
地
に
対
す
る
「
構
成
的
権
力
」（、
し
た
が
っ
て
本
件
命
令
な
ど
具
体
的
な
枢
密
院
令
が
「
平
和
…
…
」
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
の
問
題
は
、
司
法
判
断
適
合
性
を
欠
く
か
、
あ
る
い
は
裁
判
所
に
判
断
の
自
制
を
求
め
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ロ
ジ
ャ
ー
・

カ
ー
ズ
エ
ル
卿
は
、
議
会
制
定
法
と
植
民
地
枢
密
院
令
と
を
一
応
区
別
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
後
者
に
広
範
な
権
限
を
認

め
て
い
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
彼
ら
の
一
八
六
五
年
法
解
釈
に
も
一
致
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
へ
の
大
権
立

法
権
は
、
当
該
植
民
地
に
適
用
が
及
ぶ
議
会
制
定
法
に
違
反
し
な
い
限
り
、
何
で
も
許
さ
れ
る
︱
︱
拷
問
す
ら
も
。

　

拷
問
に
関
し
て
、
こ
れ
を
許
容
す
る
こ
と
は
大
権
立
法
権
の
限
界
を
超
え
る
と
示
唆
す
る
の
は
ホ
フ
マ
ン
卿
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン

卿
の
判
示
に
お
い
て
は
、
大
権
立
法
権
が
無
制
限
で
あ
る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
限
界
と
し
て
判
決
中
に
例
示
す
る
の

は
拷
問
の
禁
止
く
ら
い
で
あ
る
。
居
住
権
が
大
権
立
法
権
の
限
界
を
画
す
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
︱
︱
ホ
フ

マ
ン
卿
に
と
っ
て
、
本
件
に
い
う
と
こ
ろ
の
居
住
権
は
、
政
治
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
に
す
ぎ
ず
、
重
み
を
持
た
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
少
数
意
見
は
、
割
譲
植
民
地
に
対
す
る
大
権
立
法
権
に
様
々
な
限
界
が
あ
る
と
見
て
い
る
。
ま
ず
、「
平
和
…
…
」

の
定
式
が
示
す
通
り
、
植
民
地
へ
の
大
権
立
法
権
は
住
民
の
統
治
の
た
め
と
い
う
目
的
の
範
囲
内
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

ク
ラ
ウ
ン
と
臣
民
と
の
保
護
・
忠
誠
の
関
係
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
の
居
住
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（（（
（

。
マ
ン
ス
卿
の
明

示
す
る
よ
う
に
、
植
民
地
に
対
す
る
構
成
的
権
力
に
内
在
す
る
限
界
は
存
在
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
権
立
法
権
の
限
界
に
関
し
て
本
判
決
で
は
見
解
に
相
違
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
相
違
は
、
大
権
立

法
権
の
限
界
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
だ
け
で
は
な
い
。
大
権
立
法
権
の
限
界
の
問
題
を
ど
こ
に
位
置
付
け
る
か
︱
︱
判
決
文
の
論
理
構

成
の
冒
頭
部
分
に
来
る
の
か
、
中
間
部
分
に
来
る
の
か
︱
︱
を
め
ぐ
っ
て
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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４　

司
法
審
査
の
適
用
と
帰
結

　

司
法
審
査
（
す
な
わ
ち
合
法
性
・
手
続
的
適
正
性
・
合
理
性
の
三
項
目
の
審
査
（
が
国
王
大
権
の
行
使
に
対
し
て
も
な
さ
れ
う
る
こ
と

は
全
員
一
致
で
あ
っ
た
が
、
多
数
意
見
は
こ
れ
が
本
判
決
の
メ
イ
ン
の
審
査
と
位
置
付
け
た
の
に
対
し
、
少
数
意
見
は
司
法
審
査
を

予
備
的
な
審
査
と
位
置
付
け
た
、
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
本
判
決
に
お
い
て
具
体
的
に
司
法
審
査
と
し
て
な
さ
れ
た
の

は
、
本
件
命
令
の
合
理
性
の
審
査
と
、
正
当
な
期
待
の
侵
害
の
有
無
の
審
査
で
あ
る
。

　

次
に
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
カ
ー
ズ
エ
ル
卿
に
と
っ
て
割
譲
植
民
地
へ
の
大
権
立
法
権
は
無
制
約
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も

大
権
立
法
権
が
司
法
審
査
に
服
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
確
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い（（（
（

。

　

さ
て
合
理
性
審
査
で
あ
る
が
、
本
判
決
で
は
、
本
件
命
令
が
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
（
そ
の
前
提
と

し
て
、
本
件
命
令
が
そ
も
そ
も
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
し
か
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
（、
ま
た
は
、
再
移
住
の
費
用
・
国
防
・
ア
メ
リ
カ

と
の
外
交
関
係
を
考
慮
に
い
れ
た
大
臣
の
判
断
に
合
理
性
が
あ
る
か
、
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
意
見
は
、
ク
ラ
ウ
ン
は
王
国

全
体
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
の
上
で
、
財
政
・
国
防
・
外
交
と
い
う
問
題
に
対
す
る
大
臣
の
判
断
に
敬
譲
を

払
っ
て
い
る
。
財
政
・
国
防
・
外
交
に
関
す
る
大
臣
の
政
策
判
断
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
敬
譲
は
、
多
数
意
見
に
よ
る
正
当
な
期
待

の
主
張
の
棄
却
に
も
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
ホ
フ
マ
ン
卿
は
、
大
臣
の
判
断
と
衡
量
に
か
け
る
べ
き
も
う
一
方
の
考
慮
事
由
と
し
て

チ
ャ
ゴ
ス
人
の
居
住
権
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
本
件
の
事
案
の
背
景
に
照
ら
し
、
こ
の
権
利
の
現
実
的
価
値
は
低
い
と
い
う
理
由

で
、
審
査
を
緩
や
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
少
数
意
見
は
、
居
住
権
の
重
要
性
に
応
じ
た
厳
格
な
審
査
を
行
い
、
財
政
・
国
防
・
外
交
に
か
か
る
政
府
側
の
主

張
の
合
理
性
を
事
実
に
照
ら
し
て
判
断
し
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

　

㈡　

若
干
の
検
討
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１　

判
決
の
帰
結
と
そ
れ
へ
の
批
判

　

本
判
決
は
、
国
王
大
権
に
対
す
る
司
法
審
査
を
包
括
的
に
認
め
た
上
で
、
財
政
・
国
防
・
外
交
問
題
に
関
す
る
政
府
の
広
範
な
裁

量
を
認
め
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
か
ら
の
住
民
排
除
を
合
法
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
司
法
審
査
可
能
性
が
あ
る
と
の
法
原

則
を
立
て
つ
つ
、
そ
の
後
す
ぐ
に
政
府
利
益
に
配
慮
し
て
こ
の
法
原
則
を
不
安
定
な
も
の
に
す
る
と
い
う
裁
判
所
の
手
法
は
、
近
年

見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

本
判
決
に
関
し
て
言
え
ば
、
海
外
領
土
（
コ
モ
ン
ロ
ー
上
は
「
割
譲
植
民
地
」（
に
対
す
る
枢
密
院
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ン
の
権
限
が
、

事
実
上
無
限
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、「
ブ
リ
テ
ン
憲
法
をCalvin

事
件
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
時
代
に
戻
し
て
し
ま
っ

た
」
と
の
批
判
や（（（
（

、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
は
「
簡
易
版
イ
ギ
リ
ス
法
（British law

 lite

（」
し
か
適
用
さ
れ
な
い
、
法
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な

ら
ぬ
グ
レ
イ
ホ
ー
ル
の
土
地
と
な
っ
た
と
い
う
批
判（（（
（

、
あ
る
い
は
人
々
が
「
臣
民
」
で
は
な
く
た
だ
の
「
身
体
」
と
し
て
し
か
扱
わ

れ
な
い
ア
ガ
ン
ベ
ン
的
な
境
界
線
と
な
っ
た（（（
（

、
と
い
う
批
判
に
は
も
っ
と
も
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

法
が
こ
の
よ
う
な
閾
地
帯
を
作
っ
た
そ
の
遠
因
は
、や
は
り
主
権
権
力
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。あ
る
論
者
は
、
原
因
を
ク
ラ
ウ
ン
＝

君
主
の
存
在
に
求
め
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
は
国
家
を
知
ら
ず
ク
ラ
ウ
ン
の
み
を
認
識
し
、
そ
し
て
そ
の
ク
ラ
ウ
ン
は
悪
を
な
し
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
コ
モ
ン
ロ
ー
は
小
物
を
捕
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
ク
ラ
ウ
ン
と
い
う
大
物
は
捕
え
ら
れ
な
い
。
法
の
中
心
に
は
ク
ラ
ウ

ン
が
存
在
す
る
た
め
、
法
を
用
い
て
政
府
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
法
的
憲
法
論
は
成
功
し
得
な
い
、
と（（（
（

。

　

し
か
し
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
ク
ラ
ウ
ン
の
意
味
が
様
々
あ
る
こ
と
（
公
的
活
動
を
す
る
場
合
の
君
主
と
い
う
単
一
法
人
／
政
府
全
体
と
い

う
集
合
法
人
（
や
、
よ
り
古
く
は
国
王
の
公
的
身
体
と
私
的
身
体
が
区
別
さ
れ
た
上
で
な
お
国
王
の
一
人
格
が
両
者
を
担
う
と
い
う

議
論
が
存
在
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば（（（
（

、
ク
ラ
ウ
ン
の
廃
止
が
こ
の
問
題
の
解
決
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろbody 

politic

（
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
「
国
家
」（
の
法
的
扱
い
方
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
本
判
決
の
多
数
意
見
と
少
数
意
見
の
ど
こ
に
違
い
が
あ
る
の
か
を
以
下
で
検
討
す
る
こ
と
で
、body politic
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の
扱
い
方
な
い
し
「
高
度
に
政
治
的
な
」
大
権（（（
（

に
対
す
る
法
的
対
応
に
つ
い
て
の
示
唆
を
得
た
い
と
思
う
。

２　
「
通
常
審
査
」
対
「
特
別
審
査
」

　

本
判
決
に
対
し
て
は
、
国
王
大
権
を
裁
判
所
に
よ
る
審
査
に
服
さ
せ
た
も
の
の
具
体
的
な
審
査
の
方
法
が
不
明
確
で
あ
る
、
と
の

批
判
が
あ
る（（（
（

。
本
稿
も
、
本
判
決
に
お
け
る
多
数
意
見
と
少
数
意
見
の
違
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
通
常
審
査
」
と
「
特
別
審
査
」
と
い

う
、
審
査
方
法
の
違
い
に
由
来
す
る
と
見
る（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
多
数
意
見
は
、
本
件
命
令
の
制
定
と
い
う
国
王
大
権
の
行
使
を
通
常
の

行
政
行
為
と
同
じ
よ
う
に
捉
え
、
そ
し
て
通
常
の
司
法
審
査
手
続
を
当
て
は
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
少
数
意
見
は
、
本
件
に
お
け
る

国
王
大
権
の
行
使
を
特
別
な
政
治
的
行
為
と
捉
え
、
司
法
審
査
に
先
立
ち
、
特
別
な
法
的
基
準
か
ら
こ
の
行
為
を
審
査
し
た
。
一
見

す
る
と
、
前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
法
の
支
配
に
適
う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
判
決
の
帰
結
を
見
る
限
り
、
そ
う
で
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
補
足
を
す
る
と
、
本
稿
の
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
少
数
意
見
が
司
法
審
査
に
先
立
つ
問
題
と
し
て
扱
っ
た

「
平
和
…
…
」
の
審
査
は
、
通
常
の
司
法
審
査
の
三
項
目
の
一
つ
で
あ
る
「
合
法
性
審
査
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
多
数
意
見
の
う
ち
ロ
ジ
ャ
ー
・
カ
ー
ズ
エ
ル
卿
が
司
法
判
断
適
合
的
で
な
い
と
か
自
制
す
べ
き
と
し
た
争
点
も
ま
さ
に
、
少
数
意

見
が
行
っ
た
特
別
審
査
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
以
下
で
は
、
本
判
決
の
中
か
ら
、「
通
常
審
査
」
対

「
特
別
審
査
」
の
対
抗
図
式
の
根
拠
を
探
し
た
い
。

　

第
一
に
、
本
件
命
令
を
制
定
す
る
際
、
ク
ラ
ウ
ン
な
い
し
大
臣
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
利
益
で
は
な
く
Ｕ
Ｋ
の
利
益
の
た
め
に
行
為
し

て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
争
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
多
数
意
見
は
不
可
分
の
王
国
全
体
に
対
す
る
立
法
が
ク
ラ
ウ
ン
に
可

能
で
あ
る
と
す
る
。
ホ
フ
マ
ン
卿
に
と
っ
て
は
特
に
、
こ
れ
が
前
提
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
一
八
六
五
年
法
の
ハ
ー
ド
ル
が
ク
リ
ア
で

き
る
の
で
あ
っ
た
（
そ
し
て
ク
ア
ー
ク
判
決
で
示
し
た
ク
ラ
ウ
ン
の
分
割
論
を
自
ら
撤
回
し（

（（
（

、
本
件
命
令
を
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
ク
ラ
ウ
ン
で
は
な

く
Ｕ
Ｋ
の
ク
ラ
ウ
ン
の
行
為
と
し
た
（。
こ
れ
を
前
提
と
し
た
上
で
、
多
数
意
見
は
、
合
理
的
な
大
臣
で
あ
れ
ば
行
わ
な
い
で
あ
ろ
う
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判
断
を
行
っ
た
か
否
か
と
い
う
、
司
法
審
査
手
続
で
通
常
用
い
ら
れ
る
合
理
性
審
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
少
数
意
見
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
対
す
る
大
権
立
法
権
の
行
使
は
少
な
く
と
も
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
統
治
の
た
め
に
用
い
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
も
そ
も
の
大
権
立
法
権
の
権
限
範
囲
（vires

（
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
少
数
意
見
に
と
っ
て

植
民
地
立
法
権
の
定
義
「
平
和
、
秩
序
及
び
良
き
統
治
の
た
め
の
立
法
権
」
と
い
う
の
は
内
実
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、

こ
の
「
平
和
…
…
」
の
た
め
の
立
法
権
は
誰
か
ら
授
権
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
第
二
の
点
に
関
わ
っ
て
く
る
。

　

第
二
に
、
本
判
決
に
お
け
る
司
法
判
断
の
根
拠
な
い
し
基
礎
付
け
も
、
多
数
意
見
（
特
に
ロ
ジ
ャ
ー
卿
（
と
少
数
意
見
と
で
異

な
っ
て
い
る
。
ロ
ジ
ャ
ー
卿
は
、
一
八
六
五
年
法
は
議
会
制
定
法
と
の
抵
触
の
な
い
限
り
裁
判
所
に
よ
る
植
民
地
立
法
へ
の
審
査
を

排
除
す
る
も
の
と
判
示
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
後
に
司
法
審
査
手
続
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
判
断
が
で
き

る
の
は
な
ぜ
か
、
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
と
し
て
は
こ
こ
に
、
司
法
審
査
基
礎
付
け
論
の
う
ち
の
「
権
限
踰
越
説
」
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
見
た
い（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
ロ
ジ
ャ
ー
卿
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
事
件
及
び
一
八
六
五
年
法
解
釈
の
中
で
キ
ー
に
な
っ
て
い
る

の
が
議
会
制
定
法
の
優
位
性
で
あ
る
。
議
会
制
定
法
に
反
す
る
植
民
地
立
法
は
無
効
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
議
会
意
思
が

明
示
的
又
は
黙
示
的
に
与
え
た
権
限
を
逸
脱
す
る
行
為
が
無
効
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
議
会
意
思
と
し
て
は
、

枢
密
院
令
に
よ
る
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
領
域
外
の
立
法
を
許
容
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
こ
そ
、
チ
ャ
ゴ

ス
人
の
利
益
で
は
な
い
か
否
か
が
判
断
で
き
る
、
と
い
う
理
路
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
少
数
意
見
が
司
法
審
査
手
続
に
先
立
つ
問
題
と
し
て
行
っ
た
判
断
は
、
議
会
制
定
法
な
り
の
成
文
法
（
な
い
し
実

定
法
に
す
ら
（
に
依
拠
し
て
い
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
数
意
見
に
と
っ
て
、「
平
和
…
…
」
の
定
義
に

よ
る
権
限
の
限
界
画
定
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
統
治
」
と
い
う
活
動
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
本
質
的
限

界
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
数
意
見
は
こ
の
よ
う
な
判
断
の
基
礎
を
議
会
制
定
法
等
の
権
威
に
求
め
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ
い

「
コ
モ
ン
ロ
ー
上
過
去
に
例
が
な
い
」
と
い
う
、
権
威
あ
る
先
例
の
欠
如
の
み
が
、
少
数
意
見
に
よ
る
判
断
の
実
定
法
上
の
基
礎
に
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な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、「
居
住
権
（right of abode

（」
の
捉
え
方
で
あ
る
。
多
数
意
見
に
お
い
て
、
居
住
権
は
、
人
権
法
上
の
権
利
で
あ
り
、

あ
る
い
は
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
上
の
権
利
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
実
定
法
上
の
権
利
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
が
い
か
に
重
要
な
権
利
で

あ
っ
て
も
、
他
の
実
定
法
に
よ
る
制
限
に
服
す
る（（（
（

。
本
判
決
に
お
い
て
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
居
住
権
は
、
大
臣
が
判
断
す
る
際
に

考
慮
す
べ
き
一
要
素
（
そ
れ
も
あ
ま
り
重
く
な
い
（
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
扱
い
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
少
数
意
見
で
は
、
居
住
権
は
単
な
る
法
律
上
の
権
利
と
し
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
少
数
意
見
も
人
権
法
の
適
用

が
本
件
に
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。
少
数
意
見
が
言
及
す
る
居
住
権
は
、
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
上
の
権
利
あ
る
い
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上

の
権
利
で
あ
る
以
上
に
、「
統
治
」
に
内
在
す
る
一
要
素
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
国
籍
法
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
る

ク
ラ
ウ
ン
と
臣
民
の
「
忠
誠
と
保
護
」
の
関
係
、
あ
る
い
は
近
世
の
国
王
大
権
に
よ
る
合
法
的
支
配
に
お
け
る
「
奉
仕
と
愛
」
の
関

係
（
（（
（

、
と
い
っ
た
も
の
に
触
れ
る
も
の
と
し
て
の
「
居
住
権
」
で
あ
る
。

　

以
上
の
さ
し
あ
た
り
の
考
察
か
ら
、
多
数
意
見
が
通
常
法
に
基
づ
く
通
常
の
審
査
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
少
数
意
見
は
通
常
法
を

支
え
る
法
（
い
わ
ば
憲
法
（
に
基
づ
く
審
査
を
行
っ
た
、
と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
誤
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
本
判
決
で
は
国
王
大
権
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
（
通
常
の
行
政
行
為
か
特
別
の
政
治
的
行
為
か
（
が
結
論
を
大
き
く
左

右
し
た
と
言
え
よ
う
。

３　

法
と
政
治

　

本
判
決
に
お
け
る
通
常
審
査
は
、
通
常
の
司
法
審
査
に
よ
る
判
断
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
で
本
件
命
令
に
切
り
込
み
、
し
か
し
政

府
に
よ
る
財
政
・
国
防
・
外
交
問
題
の
援
用
の
前
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
通
常
審
査
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
法
と
政
治
の

峻
別
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ
る（（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
告
審
の
段
階
に
な
っ
て
政
府
が
財
政
・
国
防
・
外
交
問
題
で
あ
る
と
の
証
拠

を
提
出
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
示
す（（（
（

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
政
治
的
な
訴
訟
の
中
で
裁
判
所
が
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法
的
で
あ
ろ
う
と
徹
す
る
こ
と
自
体
が
非
中
立
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
に
汚
染
さ
れ
た
法
の
領
域
か
ら
も
裁

判
所
は
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う（（（
（

。

　

確
か
に
多
数
意
見
は
財
政
・
国
防
・
外
交
問
題
に
関
す
る
政
府
の
主
張
を
丸
飲
み
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
や
は
り
国
王
大

権
の
影
響
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。「
も
し
〔
本
件
〕
措
置
が
枢
密
院
令
で
は
な
く
議
会
制
定
法
の
下
で
制
定
さ
れ
た
従
位
的
立

法
で
あ
れ
ば
、
貴
族
院
判
事
が
こ
こ
ま
で
の
自
制
を
行
使
す
る
と
は
考
え
難
い
。
大
権
に
対
す
る
、
そ
れ
が
大
権
で
あ
る
と
い
う
理

由
の
み
で
の
敬
譲
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
か（（（
（

、「
国
王
大
権
に
触
れ
る
こ
と
は
、
カ
リ
ス
マ
的
権
威
の
源
に
触
れ
る
こ
と
だ
と
の
警

告
、
と
し
て
の
国
王
大
権
」
は
「
政
治
的
言
明
」「
言
語
行
為
と
り
わ
け
間
接
的
発
語
内
行
為
」
と
し
て
機
能
す
る（（（
（

、
と
い
う
指
摘

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
国
王
大
権
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
あ
る
権
限
行
使
の
扱
う
領
域
（subject m

atter

（
の
性

質
に
よ
り
司
法
判
断
可
能
性
の
有
無
を
判
断
す
る
、
と
い
う
Ｇ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
事
件
以
来
の
傾
向
は
、
法
と
政
治
の
峻
別
思
考
を
後
押
し
し

て
い
る
が
、
そ
の
上
で
、
し
か
し
な
お
も
国
王
大
権
と
い
う
形
式
の
神
通
力
が
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
本
判
決
の
示
唆
す
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
国
王
大
権
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
あ
る
論
者
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
大
権
は
例
外
権
力
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
歴
史
的
に
は
大
権
に
は
通
常
大
権
と
非
常
大
権
が
存
在
し
た
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
時
代
に
な
っ
て
初

め
て
緊
急
的
な
性
質
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
国
王
の
様
々
な
性
質
・
地
位
に
応
じ
た
大
権
の
種
類
が
あ
る
、
と（（（
（

。
こ
れ
は

マ
キ
ル
ワ
イ
ン
の
「
グ
ベ
ル
ナ
ク
ル
ムgubernaculum

」「
ユ
リ
ス
デ
ィ
ク
チ
オjurisdictio

」
の
区
別
に
も
照
応
す
る（（（
（

と
も
言
え

る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
ま
さ
に
国
家
権
力
の
本
質
と
例
外
が
同
居
す
る
の
が
国
王
大
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
今
日
で
は
、
実
質
的
な
意
味
で
の
、
あ
る
い
は
「
広
義
」
の
意
味
で
の
大
権
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
指
摘
さ
れ

る
（
（（
（

。
確
か
に
、
形
式
的
に
は
、
海
岸
に
漂
着
す
る
ク
ジ
ラ
は
国
王
の
所
有
と
な
る
と
い
う
国
王
大
権
も
存
在
す
る
が
、
や
は
り
こ
れ
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に
特
段
の
重
要
性
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
問
題
に
な
る
の
は
「
高
度
の
政
治
（high-level politics

（」
と
絡
み
合
う
大
権
で
あ
る（（（
（

。

も
ち
ろ
ん
、「
広
義
の
大
権
」
と
名
付
け
る
こ
と
自
体
が
恣
意
的
か
も
し
れ
な
い
。
大
権
の
意
味
に
つ
い
て
、
大
き
く
ブ
ラ
ッ
ク
ス

ト
ー
ン
説
と
ダ
イ
シ
ー
説
が
対
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
説
か
ら
す
れ
ば
大
権
は
ク
ラ
ウ
ン
の
み
が
行
使
で
き

る
法
的
効
果
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
、
ダ
イ
シ
ー
説
で
は
ク
ラ
ウ
ン
に
合
法
的
に
残
さ
れ
た
裁
量
権
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
う
ち
、

厳
格
な
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
説
に
よ
れ
ば
、
条
約
の
締
結
や
公
務
員
の
任
用
な
ど
従
来
国
王
大
権
と
さ
れ
て
い
た
も
の
は
こ
と
ご
と

く
大
権
の
リ
ス
ト
か
ら
外
さ
れ
、
し
か
し
真
に
大
権
で
あ
る
も
の
は
司
法
審
査
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で（（（
（

、
政
府
の
政
治
的

な
裁
量
権
を
大
権
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
こ
の
説
か
ら
す
れ
ば
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
何
が
大
権
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

裁
判
所
に
よ
る
大
権
の
認
定
事
例
と
、
ど
ん
な
原
則
を
も
っ
て
大
権
を
正
当
化
す
る
か
と
、
そ
し
て
大
権
の
要
件
的
定
義
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
あ
る
と
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
大
権
論
は
そ
れ
自
体
、「
法
的
事
実
の
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
政
治
的
言
説
で
あ
る
」
と
い
う（（（
（

。
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
何
を
大
権
と
名
付
け
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
大
権
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
段
階
か
ら
す
で
に
そ
こ
で
は
法
と
政
治
が
絡
ま
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
法
と
政
治
の
峻
別
論
で
は
こ
れ
を
取
扱
い
き
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
あ
る
論
者
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
に
国
王
大
権
と
さ
れ
た
も
の
が
法
律
化
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
と
い

う
今
日
、
法
と
大
権
と
の
関
係
は
、
例
外
状
況
と
い
う
あ
い
ま
い
な
境
界
線
で
接
し
て
い
る
と
見
る
の
で
は
な
く
、
両
者
を
統
べ
る

政
治
法
（droit politique

（
の
下
に
あ
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う（（（
（

。
本
稿
で
は
、
論
者
の
政
治
法
の
内
容
を
検
討
す
る

余
裕
は
な
い
が
、
統
治
と
い
う
活
動
の
内
在
的
本
質
か
ら
判
断
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
本
判
決
の
少
数
意
見
は
、
こ
の
観
点
か
ら
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

４　

特
別
審
査
の
帰
結

　

最
後
に
、
特
別
審
査
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
国
王
大
権
に
基
づ
く
枢
密
院
令
は
議
会
制
定
法
と
質
的
に
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全
く
異
な
る
と
い
う
判
示
に
際
し
て
、
ホ
フ
マ
ン
卿
は
議
会
の
代
表
性
と
い
う
特
質
を
キ
ー
に
し
た
。
ま
た
ビ
ン
ガ
ム
卿
が
議
会
制

定
法
に
よ
っ
て
の
み
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
強
制
移
住
は
実
施
し
う
る
と
述
べ
た
の
も
、
そ
れ
が
民
主
的
決
定
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
チ
ャ
ゴ
ス
人
の
代
表
、
あ
る
い
は
チ
ャ
ゴ
ス
人
を
含
ん
だ
全
Ｕ
Ｋ
を
代
表
す
る
と
言
え
る

の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
の
決
定
を
正
統
化
す
る
民
主
主
義
が
チ
ャ
ゴ
ス
人
を
包
摂
し
た
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
も
し
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
法
律
に
よ
っ
て
チ
ャ
ゴ
ス
人
を
強
制
排
除
す
る
場
合
、
そ
の

決
定
に
は
統
治
の
正
統
性
に
触
れ
る
問
題
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
判
決
で
は
、
執
行
府
の
行
為
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
権
限
の
源
な
い
し
形
式
が
司
法
判
断
の
可
能
性
を
決
定
す
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
、
全
員
一
致
で
示
さ
れ
た
。
も
し
、
こ
の
考
え
方
を
議
会
制
定
法
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
議
会
制
定

法
で
あ
る
が
ゆ
え
の
違
法
・
無
効
判
断
の
排
除
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
本
判
決
で
議
会
主
権
原

則
の
実
質
的
根
拠
と
さ
れ
た
代
表
性
・
民
主
性
に
つ
い
て
も
、
特
別
審
査
の
方
式
で
議
会
の
代
表
性
・
民
主
性
が
審
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
議
会
主
権
原
則
は
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
に
お
け
る
少
数
意
見
は
、
実
は
議
会
主
権
原
則
に

対
す
る
挑
戦
を
も
含
意
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（（（
（

。

五　

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
本
稿
は
バ
ン
ク
ー
ル
事
件
貴
族
院
判
決
を
読
み
、
そ
こ
に
国
王
大
権
に
対
す
る
二
種
類
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
通
常

審
査
と
特
別
審
査
が
あ
る
の
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
違
は
、
本
件
に
お
け
る
国
王
大
権
の
行
使
を
普
通
の
行
政
行
為

と
捉
え
る
か
、
そ
れ
と
も
統
治
の
本
質
的
事
項
に
触
れ
る
も
の
と
捉
え
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
法
と
政
治
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の
境
界
線
で
生
じ
る
問
題
に
対
し
て
は
、
法
と
政
治
を
峻
別
し
て
法
の
領
域
の
限
り
で
こ
れ
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
通
常
審
査
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
法
と
政
治
の
両
方
を
統
べ
る
根
本
法
の
観
点
か
ら
判
断
を
行
う
特
別
審
査
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
適
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
本
判
決
は
示
唆
し
て
い
る
、
と
考
え
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
判
決
は
非
常
に
特
殊
な
背
景
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
、
仮
に
本
判
決
の
上
記
の
よ
う
な
読
み
方
が
正
し
い
と
し

て
も
、
こ
れ
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い（（（
（

。
ま
た
、
本
稿
の
い
う
特
別
審
査
は
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
が
担
う
べ

き
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
判
決
か
ら
、
裁
判
所
は
政
治
の
前
で
撤
退
す
べ
き
だ
と
は
言

え
な
い
、
と
い
う
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
日
本
の
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
、
本
判
決
か
ら
何
か
得
る
も
の
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
雑
駁
な
が
ら
検
討
し
て
み
た

い
。
近
年
の
統
治
行
為
論
否
定
説
に
よ
れ
ば
、
最
高
裁
は
苫
米
地
型
の
内
在
的
制
約
方
式
の
統
治
行
為
論
と
、
砂
川
型
の
緩
や
か
な

審
査
方
式
の
統
治
行
為
論
と
い
う
二
種
類
を
示
し
て
い
る
が
、
後
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
裁
量
統
制
の
問
題
に
他
な
ら
な
ら
ず
、
前
者

を
示
し
た
苫
米
地
事
件
は
内
閣
の
自
律
的
判
断
の
尊
重
を
示
し
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
も
は
や
統
治
行
為
論
は
不
要

で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
、
統
治
行
為
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
（
司
法
権
立
入

禁
止
と
い
う
（
言
語
行
為
的
な
効
果
が
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
の
用
語
の
消
去
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
司
法
部
は
法
と
政
治
を
ま
た

ぐ
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
統
治
行
為
論
否
定
説
と
似
た
も
の
を
、
本
判
決
の
少

数
意
見
の
中
に
見
出
す
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
統
治
行
為
論
（
学
説
（
は
、
統
治
行
為
と
い
う
一
定
の
形
式
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
た
上
で
司
法
判
断
を

こ
こ
か
ら
排
除
す
る
、
と
い
う
論
理
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
司
法
権
の
性
質
な
ど
を
衡
量
し
た
上
で
、
結
果
的
に
司
法

判
断
が
や
む
な
く
及
ば
な
い
事
項
が
あ
る
、
と
考
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
論
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
統
治
行
為
論
が
「
人
権
を
保
障

す
る
た
め
の
一
時
的
な
「
権
力
統
合
」
の
論
理
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば（（（
（

、
統
治
行
為
論
が
司
法
判
断
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
事
項
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に
も
本
質
的
に
「
人
権
保
障
」
と
い
う
究
極
目
的
が
内
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
究
極
目
的
の
観
点
か
ら
の
審

査
を
、
裁
判
所
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
の
が
バ
ン
ク
ー
ル
貴
族
院
判
決
の
少
数
意
見
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
1
（　

ご
く
一
例
と
し
て
、A

 v Secretary of State for H
om

e D
epartm

ent [2004] U
K

H
L （6

で
は
、
テ
ロ
対
策
立
法
が
欧
州
人
権

条
約
の
掲
げ
る
権
利
に
違
反
す
る
と
の
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

（
2
（　H

alsburyʼs Law
s of E

ngland (4th edn reissue, 1（（6) vol 8(2), [（80].

（
（
（　R

 (Bancoult) v Secretary of State for Foreign and Com
m

onw
ealth A

ffairs (N
o 2) [200（] U

K
H

L 61.

（
4
（　

ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
に
よ
れ
ば
、
国
王
大
権
の
司
法
審
査
は
、
当
該
権
限
の
扱
う
事
項
が
司
法
審
査
可
能
な
限
り
で
な
さ
れ
る
が
、
何
が

司
法
判
断
可
能
で
あ
る
か
は
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ
、
た
と
え
ば
そ
の
事
案
を
裁
判
所
が
扱
う
に
ふ
さ
わ
し
い
特
質
を
有
し
て
い
る
か
否

か
、
裁
判
所
に
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
政
策
問
題
を
含
ん
で
い
る
か
、
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。H

alsbury (（th edn, 2010) vol 61, 
[608]. 

な
お
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
別
の
箇
所
で
は
、
法
的
基
準
の
な
い
政
治
的
問
題
は
そ
も
そ
も
司
法
判
断
可
能
性
の
以
前
に
司
法
管
轄
の

対
象
外
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。H

alsbury (（th edn, 2010) vol 61, [24]. 
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さ
れ
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友
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ら
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。
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